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・丸協トピック
『第3回関西物流展』出展いたしました！

・今、知っておきたい物流topics
『“丸投げ”されていますか？』
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資料：経済産業省ＳＣＩ大賞ホームページ

左の図はヤオコー熊谷セン
ターの待機時間の様子です。
バース予約システム導入後、大
幅に待機時間が減っています。
待機時間に悩んでおられる方
があれば、参考にSCI大賞のサ
イトをご覧になってみて下さい。

“丸投げ”されていますか?
2022年6月号のロジビズは「脱・丸投げ」特集です。多くの荷主企業が物流を“丸投げ”していたこと
を反省し、何とかせねばと考えている、あるいは「このままでよいか考えましょう」というロジビズのメッセージ
です。物流危機が現実的に近づいてきたからこその特集といえるでしょう。
近い将来、皆さんの荷主からも「物流を持続可能にするためにどうすればよいか教えてくれ」という依
頼があるかもしれません。そういう時は問題改善のチャンスです。日頃からデータを収集しておくとよいで
しょう。荷主と共に改善に取り組むことが有効な内容としては、たとえば下記のようなものがあります。

① 在庫管理の不徹底による保管状態・作業効率の悪化
② 作業量のブレ
③ 荷主からの入出荷・情報伝達の遅れ
①が起こっていると、出荷のない商品が⾧期間、倉庫内
に滞留し、保管スペースの圧迫、作業効率の悪化を招きま
す。在庫状況をアイテム別に出荷と対比して「何日分」ある
かみてみると、問題の可視化が可能です。右の表はある倉
庫の実態です。明らかな過剰在庫がありますね。
②や③は残業や日常的な多めの人員確保を招きます。
荷主は自社の作業や販売優先で物流量の平準化への意
識が薄いことが多いのですが、コストダウン、持続可能性の
点からも、平準化への意識喚起は有効です。

※湯浅コンサルティング作成

商品名 在庫日数 在庫cs数

ポップＣあまおうココ50G 219 22
源氏パイチョコ 194 194
ボスカフェ贅沢カフェオレ 157 57
ハウス きざみ青じそ 140 32
クラシエ はちみつれもん 136 11
減塩ハッピーターン 95G 105 178
グリコ ビスコ 焼きショコラ １５枚入 97 23
ＨＷＦ ネルノダ粒タイプ１０袋 7.2G 86 7
森永 うまイチュウマスカット味 12ﾂﾌﾞ 84 32
浅田飴 シュガーカットＳ 500G 78 5
ミツカン 〆キムチ鍋つゆＳＴ 750G 75 38


